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研究成果の概要（和文）：実態調査により、受診経験者は受診の利得と非受診の損失をより感じることがわかっ
た。また、異なるメッセージによって受診意図に差があること、メッセージによって受診意図や対処法に差があ
ることが明らかになった。これらの調査結果に基づき、個別メッセージの配信やストレスマネジメント研修、心
理教育教材などの介入内容を開発した。産業分野および教育分野での介入により、産業分野ではストレスには変
化ないものの、セルフケアコンテンツの視聴率上昇や一部企業での専門機関利用者数の増加が見られた。教育分
野では研修やコンテンツ提供によりストレス改善において有意な変化は見られなかった。

研究成果の概要（英文）：The fact-finding survey revealed that those who had received medical 
examinations perceived more gains from receiving medical examinations and more losses from not 
receiving medical examinations. It also revealed differences in the intention to receive medical 
examinations depending on the message and differences in the intention to receive medical 
examinations and coping methods depending on the message. Based on these findings, intervention 
content such as the delivery of individual messages, stress management training, and 
psychoeducational materials were developed. Interventions in the industrial and educational fields 
revealed that although there was no change in stress in the industrial field, the rate of viewing 
self-care content and the number of users of specialized institutions increased in some companies. 
There was no significant change in stress in the education sector due to training and content 
provision.

研究分野：健康心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、メンタルヘルス不調者が早期に不調を自覚し、迅速にメンタルヘルスケアの専門家への相談及び受
療するために、ソーシャルマーケティングと行動経済学的手法を用いて、対象者の特性、つまり個人差を考慮し
たメッセージやコンテンツを開発した上で、早期相談・受療行動の強化に効果的なコミュニケーション方法を特
定し、それを用いた介入を行った。その結果、セルフケアコンテンツを一定視聴していることや、専門機関への
利用へ行動を移した対象者の存在も明らかとなった。本研究は、メンタル不調者の早期発見、早期受療に向けた
研究の一助となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
現在わが国では、様々な現場でメンタルヘルス不調への対応が求められている。しかしながら
従来のメンタルヘルス対策では、精神疾患等への治療や早期介入、および復職・復学支援する際
に必要な情報を周囲に提供する取り組みなど、発症後の対応に焦点が置かれることが多く、不調
の発症予防や早期発見に対するセルフチェックや周辺支援トレーニングといった点への介入は
少ない。 
受療行動については、不調が発生してから専門機関を受診・受療するまでの期間(Duration of 
Untreated Illness：以下 DUI とする) が短いことが、統合失調症・双極性障害・うつ病・不安障
害などの精神障害を含むメンタルヘルスの問題において、予後の改善と関連があるという報告
がある。つまり、メンタルヘルスの問題を解決するためには、症状が重症化した者はもちろん、
重症化する前の者も含めて（本研究ではこれを「メンタルヘルス不調者」と定義する）早期に専
門家へつながるためのアプローチが非常に重要である。 
これまでのメンタルヘルスに関する研修や教材では、うつ病の説明と適切な対処が内容の中
心になることが多かった。一方で、うつ病を含む気分障害を引き起こす原因やメンタルヘルス不
調時の対処行動の個人差に焦点が当てられることは少ない。しかし、実際に現場で最初に対応す
る者にとっては、この個人差を知ることが重要である（例：状況を楽観視する者と状況を悲観視
する者で、伝わりやすい声かけは異なる）。本研究ではこの「個人差」として、従来うつ病の予
防・治療の領域で注目されてきた認知・行動的特性をとりあげる。職場における不適応の背景に
は個人が持っている発達特性が影響していること、日本の大学の 56.2%で発達障害(診断書あり・
なしを含む) のため支援を求める学生が 1 名以上在籍していることから、発達特性(発達障害の
診断という意味ではなく、情報処理様式の個人差) も対象とする。 
よって、本研究の学術的な問いは、「メンタルヘルス不調者に対して、発達特性を含む個人や
集団の認知・行動的特性を踏まえた心理教育的介入を、個人や個人を取り巻く環境を包括しなが
ら仕組み化して行うことで、メンタルヘルス不調の早期に、適切なメンタルヘルスケアの利用や
専門機関受療の DUI を短縮させることができる。それによりうつ病などの精神障害の発症を予
防することができるのではないか？」である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、精神疾患等を発症前も含むメンタルヘルス不調者が早期に不調を自覚し、迅速に
メンタルヘルスケアの専門家への相談及び受療に移行するための心理教育的介入プログラム開
発を行う。ソーシャルマーケティングと行動経済学的手法を用いて、対象者の特性(個人差) を
考慮したメッセージやコンテンツを開発した上で、早期相談・受療行動の強化に効果的なコミュ
ニケーション方法を特定し、それを用いた介入を行う。 
具体的には、1）対象者の認知的・行動的・発達的特性に基づくセグメンテーションのアルゴ
リズム開発を行い、2）早期メンタルヘルスケア受療を促すメッセージとコンテンツを作成し、
セグメンテーションと開発資材との効果的な組み合わせを検証する。さらに、3）上記の受療行
動促進に有効なメッセージとコンテンツを含む、メンタルヘルス・リテラシー獲得を目指すリー
フレットと、それに加えてメンタルヘルス不調の簡易スクリーニングツールから構成するウェ
ブサイトからなる心理教育的介入プログラムを開発し、それらを用いて 4）企業や教育機関を対
象とした心理教育的ヘルスプロモーション介入を行い、その効果を検証する。 



 
３．研究の方法 
（１） 実態調査 
WEBを利用した調査を 4件実施した。 
① メンタルヘルス受療行動に関する利得と損失認知に関する調査 
インターネット調査会社に登録されているモニターの 20～80 代の就労者 1100 名（メン
タルヘルスケアの機関の受診経験あり330名、メンタル不調経験ありだが受診経験なし330
名、メンタル不調経験なし 440 名）を対象にメンタルヘルスケアの専門機関への「受診す
る・しない」ことに対し、行動経済学における損失回避性と現状バイアスの概念から利得
（現在・将来）と損失（現在・将来）の評定などの項目について回答を求めた。 
② 受診勧奨に関するメッセージの効果に関する調査 

20～79 歳で就労しており、過去 5年以内に専門機関の受診経験がない、調査会社の登録

モニター5500 名が web 上の実験に協力した（男性 3563 名、女性 1937 名、平均年齢 49.12

歳）。各群 550 名の被験者間デザインで、メンタルヘルス不調を呈した主人公の短文を提示

して受診意図を尋ねた後、10 種類のメッセージを提示し、メッセージ前後の受診意図の変

化を測定した。 

③ 受診勧奨メッセージが受診準備行動に与える効果検討（②の追跡調査） 
②の対象者のうち、追跡調査が可能であった 3937 名に対し、WEB調査後の影響を正確
に測定するため、6ヶ月後に実施した。提示した項目は、対処法略意図、最近半年の受診行
動、メンタルヘルス脅威性尺度、脳疲労尺度、新型コロナウイルス感染症への脆弱性、K6
（抑うつ指標）であった。対処法略意図は、脳疲労尺度（足立他，2019）において各因子か
ら負荷量が高かった項目を用いて作成したストーリーを読了後、このような状態において、
後述する対処法略をとろうとする意図を 4 件法で尋ねた。対処法略は、専門家受診・休息
または睡眠・上司や同僚への相談・自己努力での解決の 4つであった。 
④ メンタルヘルス不調時におけるラベリングの効果検討 
調査時点で就労している成人で、メンタルヘルス専門機関を受診した経験がない人を対
象とし、1709 名（男性 856 名、女性 853 名、平均年齢 50.21 歳）を調査対象者として採用
した。脳疲労尺度をもとにしたストーリーを提示し、群分けした 8つのグループに対して 8
種類の異なるメッセージを提示した。その際、8 つのグループは人数性別について 200 人
（男女 100 人ずつ）を基準として均等に割付した。8つのグループについて、それぞれ 8つ
のメッセージ（「脳疲労」「脳疲労＋将来損失」「脳疲労＋効力感」「心の病」「精神疾患」「神
経機能異常」「認知機能障害」「脳の不調」）を提示した。 
 
（２）介入プログラムの開発 
これまでの実態調査の成果をもとに、不調者の受療に対するコミットメントを高めるために、
簡易な脳疲労状態のセルフチェックと個人特性の評価を行えるコンテンツ、セグメントに対応
したメッセージとコンテンツを含むリーフレットを含む心理教育的介入プログラムを開発した。 
 
（３）介入プログラムの効果検証 
今年度はこれまでの調査結果から示唆された知見を生かし、受診勧奨メッセージやメンタル
ヘルスやストレスマネジメントに関するコンテンツを用いて、3つの法人に対し、介入研究を実



施した。1社は研修プログラムを介入に含む中断時系列デザインで、他の 2社は追跡調査を含め
た前後比較調査にて効果検討を行った。 
① 産業分野での介入研究 
1 社は研修プログラムを介入に含む中断時系列デザインで、他の 2社は追跡調査を含めた前後
比較調査にて効果検討を行った。 
② 教育分野での介入研究 
教育分野においても適用可能な介入プログラム開発を目指し、小学校と中学校の 2 つの学校
施設の教職員を対象とした研修およびメンタルヘルスやストレスマネジメントに関するコンテ
ンツを用いた介入研究の効果検討を実施した。 
 
４．研究成果 
（１） 実態調査 
① メンタルヘルス受療行動に関する利得と損失認知に関する調査 
受診する・しない×損失・利得×現在・将来の 8 つのカテゴリについて、5 項目ずつの尺度
が開発された。これを用い、メンタルヘルス不調経験の有無と専門機関受診経験の有無による利
得と損失の認識の違いを分析したところ、専門機関の受診経験がある群は、受診することの利得
と受診しないことの損失を、不調経験があるが受診経験がない群は受診することの現在の損失、
不調経験がない群は受診しないことの利得をより感じていることが明らかとなった。 
② 受診勧奨に関するメッセージの効果に関する調査 
分散分析の結果、2次の交互作用が有意であった［F(4,5489)= 4.42, p = 0.001］。下位検定の
結果、提示後受診意図は、1）心の病・脳疲労ともに、将来損失群は現在利得群・将来利得群・
規範群よりも、そして現在損失群は現在利得群・規範群よりも受診意図が有意に高かった。2）
将来利得群・現在利得群・規範群において、脳疲労と比較して心の病の受診意図が有意に高かっ
た。なお、前後×不調理由、前後×フレームの 1次の交互作用、前後の主効果もそれぞれ有意で
あった。メッセージ効果に関しては、これまで「脳」と「心」の 2種類の言葉が与える影響につ
いて着目をしてきたが、本調査によって「疲労」と「病気」という表現の違いによっても差が生
じる可能性が示された。 
③ 受診勧奨メッセージが受診準備行動に与える効果検討（②の追跡調査） 
前年度調査②の対象者のうち、追跡調査が可能であった 3937 名（男性 2664 名、女性 1273
名、平均年齢 50.58 歳、SD=10.05）から回答を得られた。対処法略の種類を独立変数とし、一
元配置分散分析を行ったところ、その意図に有意な差が見られた（F(3,3936)=1428.54, p=.000）。
休息や睡眠く、ついで自己努力での解決の意図が高かった。それに対して、同僚・上司・専門家
への援助要請は、他の意図よりも有意に得点が低い。また、前回調査で受診が必要な状態であっ
た 987 名のうち、半年間に専門機関を受診した者は 103 名であった。そこで、受診者と非受診
者の違いを検定したところ、いくつかの変数で有意差が見られた。したがって、メンタルヘルス
専門機関の受診に繋げるためには、症状を自覚することや周囲のサポート量が影響を与えるこ
とが考えられる。一方で、症状の悪化や回復などの変化は受診に影響を及ぼさないこと、SNS で
の悩み相談は専門家機関の利用を遠ざけることが示された。 
④ メンタルヘルス不調時におけるラベリングの効果検討 
「脳疲労」「心の病」「精神疾患」「神経機能異常」「認知機能障害」「脳の不調」の６つのメ
ッセージグループ間において心理的リアクタンスに差が見られるかを検討するために分散分析
を行った結果、すべてにおいて p <.001 の有意な差が見られた（F (5,1275）=2.49-12.79）。多



重比較を行った結果、「ショック」「悲しい」の項目では「神経機能異常」と「認知機能障害」
で高い特点を示した。「脳疲労」のメッセージはもっともネガティブな印象が低かった。 
また「脳疲労」「脳疲労＋将来損失」「脳疲労＋効力感」の 3メッセージグループ間において
心理的リアクタンスに差異が見られるかを検討した結果、有意な差が見られた（F (2,639)=3.1
0-40.29）。多重比較の結果、「脳疲労＋将来損失」のメッセージグループが最も大きい心理的リ
アクタンスを示した。次にメッセージグループごとに対処行動の意図が異なるかを調べた結
果、専門家受診意図は「精神疾患」「神経機能異常」で高くなり、「脳疲労」は最も低くなるこ
とがわかった。また、睡眠・休息意図は「脳疲労」メッセージで高くなり、「認知機能障害」で
低くなることが判明した。さらに、メッセージによって回復可能性の認知が異なるかを検討し
たところ、「神経機能異常」のメッセージは「治らないと思った」と考える傾向が強かった。 

 
（２）介入プログラムの開発 
アンケート調査の回答結果により該当するセグメントのアルゴリズムを開発し、各対象者に
応じた個別メッセージの配信やストレスマネジメント研修および心理教育教材を介入内容とし、
介入前後の状態（ストレス度合い、抑うつ度、ストレスマネジメント行動、専門家への受診や相
談行動）を比較することとした。 
 
（３）介入プログラムの効果検証 
これまでの調査結果から示唆された知見を生かし、受診勧奨メッセージやメンタルヘルスや
ストレスマネジメントに関するコンテンツを用いて、介入研究を実施した。 
① 産業分野で介入研究 
3 法人の計 377 名が調査に参加した。ストレス状態は、有意差のある変化は見られなかっ
た。一方で、セルフケアのコンテンツの視聴割合は最大 38.8%であった。また研修の実施およ
び個別メッセージを送付した企業では、職場の窓口相談などを含めた専門機関への合計利用者
数は、介入直後の調査において、のべ 10 名であった。 
② 教育分野での介入研究 
教育分野においても適用可能な介入プログラム開発を目指し、小学校、中学校、の 2 つの
学校施設の教職員を対象とした研修およびメンタルヘルスやストレスマネジメントに関する
コンテンツを用いた介入研究の効果検討を実施した。小学校では、1度のストレスマネジメン
トに関する研修とコンテンツ提供の前後比較、中学校においては、2度の研修と個別結果を含
めたコンテンツ提供による介入を行い、追跡調査を含めた全 5回の前後比較調査を行った。な
お、小学校と中学校においては、紙媒体での個別メッセージおよびコンテンツの提示を行った。
その結果、合計 82 名が調査に参加した。ストレス状態は、有意差のある変化は見られなかっ
た。コンテンツの視聴割合は 11.2%であった。 
今後は、対象者へ効果的なアプローチや情報提供の方法などを、検討していく必要があると思
われる。 
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